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 昭和、旗ヶ崎、竹内の各工業団地の造成や企業誘致を通じて、産業振興や雇用の確保に寄与。 
 竹内工業団地の国際フェリー貨客船ターミナル整備等により、地域ポテンシャルの更なる向上も

あり、いずれの団地も分譲区画は残り僅かとなっており、関係部局と緊密に連携しながら戦略的

な誘致活動に取り組んでいる。 
 平成２６年度の会計基準見直し（低価法の導入等）の影響により多額の欠損金が発生するととも

に、多額の負債（一般会計借入金）により債務超過となっているが、今後土地の売却により償還

を進めるとともに資本金等を補てん（減資）することにより将来的には解消できる見通しである。  
  
 
 
 
   
                
         
  
 

１ 地域ポテンシャルを活かした戦略的な誘致   

 ⇒物流・アクセスの利便性等を背景に、一定程度の分譲が進み、特に竹内工業団地は県西部

としては残り少ない貴重な一定規模以上の面積を持つ工業団地として「地域の貴重な財産」。 

  今後は地域ポテンシャルを活かしながら、将来性があり、地元経済の活性化等地域の発展

に繋がる企業にターゲットを絞り、関係部局と連携しながら戦略的な企業誘致の取り組み

が必要。また、国際貨客船ターミナル後背地は、賑わいづくりへの柔軟な対応も必要。 

  

２ 今後の事業運営あり方  

 ⇒多額の累積欠損金を抱える竹内工業団は、今後は土地の売却益等により一般会計からの借 

入金の返済を進めることなどにより累積欠損金の削減や解消に努めるとともに、今後は事 

業完了を見据えた事業運営のあり方の検討が必要。 

 

    
                           
 
 
 
 
  
１ 経営（数値）目標 

    
 
  
 
 
 
 
 
 
 

土地の分譲（長期貸付を含む） 計画期間中に分譲完了（１８ｈa）  

鳥取県企業局経営プラン評価委員会の評価 

現 状 

課 題 

次期プランでの経営改善の取り組み 

埋立事業 



 
２ 具体的行動計画    

  
（１）未分譲地の売却促進  

    竹内工業団地が接する境港は、豊富な水産・観光資源を有し、対岸諸国への定期航路の就航や 
リサイクルポートの指定など、北東アジア地域の経済成長を背景に国際物流拠点機能を拡充しつつ

ある。 
    また、同地区では現在進められている国際貨客船ターミナル整備に合わせて、新たなにぎわいづ

くりも検討されており、進出企業によっては地域経済の発展に大きく影響を与えると思料。 
このため、貨客船ターミナルの背後地区画は、こうした周辺状況の変化に対応できるような分譲

に努めるとともに、その他の区画については、地域のポテンシャルを活かし、水産加工・健康食品

等の製造業など経済・雇用効果が大きい業種・業態にターゲットを絞りながら関係機関や観光施策

等と緊密に連携しつつ、戦略的な誘致活動に取り組む。 
    
 （２）今後の事業運営のあり方 

    地方公営企業会計基準の見直しにより、現在債務超過、累積欠損金を抱える状況にあるが、土地

の長期貸付による収入やその後の分譲による売却収入により、債務超過は数年後に解消し、また累

積欠損金も事業完了時に資本金を取り崩すことで解消できる見込み。 
    また、残り区画も少なくなってきたことから、一般会計への事業の移管も視野に入れた事業清算

等今後の事業運営のあり方を検討する。 


